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震源が極めて深い場合の PcP，ScS波等の走時は嘗て B.Gutenbergが求めた事

がある。深設地震の際の之等地震波の走時は F J.seraJ)が C.G.knoti3ら走時表

に基いて計算したが詳細な表は奥べられてゐない。ScS波の走時に就ては共の後宮本，

手口達等諸氏の研究があるが主と Lて震央附近に闘してピある。

著者等は種々の震源の深さに封ずる .Pcp波の走時を計・算する事とした。地殻内部

第Z表 P波の速度
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に於けるP波の透度としては最近我が図l七於て

ー得られた結果を遁営に組合せ第1表に示す校友

債を採用した。内核の深さを 2，900粁とし，積

分にはプラニメ{ダーを用ひ，又和達，鷺坂，

益田三氏の種々の震源の深さに封ずる震央附近

のP波の走時表を利用し，震源の深さが零から

50粁置きに 500粁に歪る範固に就て計‘算した。

共の結果を第2表に示す。右固には震源の深さ

特に 0，150， 300， 450粁に封ずる PcP波の

走時を示す。参考の震に震源の深さの極めて、よ遣

い場合に封ずる B.Gutenbergの結果をも併せ

示しであるO 今著者等の得たものと 10秒前後

の差異はあるが大慢の傾向は一致してゐる。

(昭和9年6月)

策 2表 PCP波の走時表
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PCP波の走時曲線
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